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1.適 用  

Scope 
 
2.定 格  

Rating 
 
3.絶縁抵抗  

Insulation Resistance  
 
4.耐電圧  

Withstand Voltage  
 
5.適合ヒューズ  

Mate Fuse-Link  
 
6.推奨電線  

Recommended Wire  
 
7.はんだ耐熱  

Resistance to Soldering Heat 
Soldering iron 

 
8.使用周囲温度  

Ambient Temperature Range 
 
9.保存温度  

Storage Temperature Range 

 
： F – 45 
 
 
： 125V，7A 
 
 
： DC 500V，100MΩ以上 

 100MΩ MIN. at 500V DC 
 
： AC1,000V，1 分間 

 1,000V AC for 1minute 
 
： φ5.2mm×20mm 

 DIA.5.2mm×20mm 
 
： 仕上り外径φ3.0mm 以下 

 Insulator outside DIA.3.0mm or less 
 
： はんだこて… 390℃以下（こて先温度），5 秒以内 
 
… 390℃ MAX.(Temperature of soldering iron tip), Within 5 seconds 
 
： -5℃ － +40℃ 
 
 
： -10℃ － +60℃ 
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ご使用上の注意 Precaution Using the Product 

 

○このホルダーでご使用になれるヒューズ管の最大定格は、ホルダーに示される定格値となります。 

（定格 125V,7A 以下のヒューズ管をご使用下さい。） 

*Applied fuse rating must keep 125V,7A or less. 

 

○このホルダーでは、定格電流値の 30%以上のディレーティングを行ってご使用下さい。 

（定格 7A×70%＝定常電流 4.9A 以下でご使用下さい。） 

*The operating current shall be derated 30% or more of rating current. 

（ex.7A×70%=4.9A→4.9A or less） 

 

○ヒューズ管には電流値のディレーティングが必要です。ヒューズ管定格値の 30%程度ディレーティングするの

が一般的ですが、ヒューズ管メーカーにより異なりますのでご確認下さい。 

*Each fuse requires amperage derating. Mostly require derate 30% from rating amperage, for secure reason you must 

confirm your fuse manufacturer before apply. 

 

○接続電線は、ご使用電流に見合った電線をご使用下さい。 

*Use a wire an adequate size for current to be applied. 

 

○ご使用になるヒューズ管の端面は、外はんだタイプをお奨めします。 

*The use of the fuse soldered outside of the cap is recommended. 

 

○実使用機器による動作確認を十分に行って下さい。 

*Please check action on using equipment. 

 

 

【補足 / Supplement】 

和文と英文で疑義が生じた場合、和文を優先します。 

If there is any discrepancy between English and Japanese, the Japanese version should take precedence over the 

English one. 
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1.5:1 － 01

2.5ｍｍ

２．電線をラジオペンチ等で軽く押さえてから、ハトメの孔に芯線を通す。

F-45　ハトメへの電線はんだ付け方法例

１．電線の絶縁被覆を2.5ｍｍストリップする。

３．ハトメに通した芯線にはんだ付けを行う。

４．はんだ付け作業の例

乗せたはんだをはんだコテにて

溶融させてはんだ付けする。

適度な長さのはんだを切断して、

ハトメに通した芯線の上に乗せる。

◎注意事項；

・はんだ付け作業は、はんだがハトメ内部（筒状箇所）にも流れる様に行って下さい。

Ａ．はんだ付け作業

Ｂ．フラックス洗浄

・はんだ付け後は、接触に悪影響がでる場合がありますので、接触面のフラックスを
完全に除去してから御使用下さい。

・電線被覆がはんだ時の熱で変形等の影響を受けない範囲の温度と時間にて、はんだ
付けを行って下さい。

Ｃ．はんだ付け温度及び時間

◎使用状態を表す参考図（断面）

ハトメ

電　線

ラジオペンチ

はんだ付け

はんだコテ
糸はんだ

ヒューズ管

 図面整備のため、新図枠にて新規書替。

はんだ付け
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